
第５７１号 ２０１８年（平成３０年）５月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （2）

の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
英
語
圏
】

■
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
、

６
月
〜
２
０
１
９
年
３
月
）

▽
渡
邊
千
尋
（
経
済
３
）
▽

　
２
０
１
８
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２

期
）
の
留
学
生
13
人
が
決
ま

っ
た
。
留
学
先
と
派
遣
期

間
、
氏
名
、
学
部
学
年
は
次

公
開
講
座
情
報

第
１
６
７
回
国
際
交
流
特
別

講
演
会
「
絵
の
向
こ
う
に
広

が
る
日
本
中
世
の
日
々
」

　
文
学
部
海
外
客
員
教
授
の

楊ヤ
ン

暁
シ
ョ
オ

捷ジ
ェ

氏
（
カ
ナ
ダ
・
カ
ル

ガ
リ
ー
大
学
、
専
門
・
日
本

中
世
文
学
〔
絵
巻
〕）
が
日

本
語
で
５
回
連
続
講
演
。
２

回
目
以
降
の
日
時
と
会
場
は

次
の
通
り
。

▽
日
時

②
５
月
26
日
10
時

③
６
月
２
日
10
時
④
６
月
９

日
９
時
⑤
６
月
９
日
10
時
45

分
。
い
ず
れ
も
土
曜
日
▽
会

場

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
５
１

１
教
室

第
１
６
８
回
国
際
交
流
特
別

講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語
に

よ
る
経
済
学
講
座
」

　
経
済
学
部
海
外
客
員
教
授

の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
オ
ト
ゥ
ー

ル
氏
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ

ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
）
に
よ
る
５
回
連
続

講
演
。
テ
ー
マ
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
経
済
な
ど
。

▽
日
時

６
月
16
日
〜
７
月

14
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
、

10
時

▽
会
場

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
１
１
教
室
。
６
月
30
日
の

み
１
０
１
０
１
教
室

※
国
際
交
流
講
演
会
の
申
し

込
み
は
、
専
修
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
国
際
交
流
・
留
学
」

上
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で
。
入
場
無
料

問
国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
０

E-mail:iaffairs@acc.

senshu-u.ac.jp

法
学
部
１
４
０
回
連
続
講
演

会　
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

に
向
け
て
２
０
１
５
年
か
ら

開
催
し
て
い
る
連
続
公
開
講

演
会
。
法
学
部
、
法
科
大
学

院
の
教
員
ら
が
現
代
的
な
諸

問
題
か
ら
理
論
的
問
題
ま
で

多
様
な
テ
ー
マ
を
分
か
り
や

す
く
論
じ
る
。
入
場
無
料
。

事
前
申
し
込
み
不
要
。
18
年

度
前
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
の
通
り
。

▽
日
時

７
月
24
日
ま
で
火

曜
日
（
７
月
17
日
除
く
）
18

時
15
分
〜
と
、
金
曜
日
（
６

月
１
日
、
７
月
13
、
20
日
除

く
）
19
時
〜

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
号
館
５
４
１
教
室

※
６
月
22
日
（
金
）
は
99
回

・
１
０
０
回
合
同
開
催
。
13

時
５
分
〜
16
時
20
分
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
５
４
２

教
室
で
。「
弁
護
士
に
会
っ

て
み
よ
う
」
と
題
し
、
東
京

弁
護
士
会
法
曹
養
成
セ
ン
タ

ー
か
ら
講
師
を
招
く
。

※
そ
の
ほ
か
の
回
の
講
師
と

テ
ー
マ
は
法
学
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照

問
神
田
教
務
課
☎
03
・
３
２

６
５
・
５
８
４
３

　仮に次のようなアンケート調査を行

ったとしよう。対象は日本生まれの成

人。質問は二つ。（１）あなたの中学

・高校での英語の成績はどうでした

か？選択肢：（Ａ）よい（Ｂ）悪い。

（２）あなたの現在の英語の能力はど

うですか？選択肢：（Ｃ）高い（Ｄ）

低い。私の

推測では、

かつては（Ａ）と（Ｃ）の組み合わせ

の割合が多かったが、近年では（Ｂ）

と（Ｃ）の組み合わせの割合が増えて

いると思う。つまり、学生時代は英語

が苦手だったが、その後の海外赴任の

経験などによって得意になった人が増

えていると予想する。

　この思考実験は、改めて語学は才能

か、それとも環境かという問題を思い

起こさせる。才能が高く、環境がよい

ほど英語力が上がるのは当然だが、問

題はどちらの要因がどれだけ大きいか

だ。詳細なアンケート調査のデータが

あれば、統計的分析によって、例えば

高校時代の英語の点数の差20点を挽回

するのに、何年の海外経験が必要かが

わかるだろう。

　しかし現実的に重要なのは、海外経

験と同様の効果を国内でいかに効率的

に達成する

かだ。ある

程度の専門性を持った大学生に対して

は、専門分野に特化した英語の教育が

有効ではないか。例えば専門領域での

ディベートは、話すネタに困らない上

に、相手に論破されたくないという意

識が強く働くため大きな効果が期待さ

れよう。もっとも、話すに足るだけの

専門知識を持っていないといけない

ので、やはりハードルは高いのだが

……。（担当は日本経済論、経済政策）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで。
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櫻井宏二郎 経済学部教授

語学は才能か、環境か？

　本学の学びの特

徴や学部学科の特

色、キャンパス情

報、就職や資格取

得の支援体制、入

試情報などを紹介

する「2019入学ガ

イド」＝写真＝を

５月下旬から配布

します。ご希望の

方は入学センター

インフォメーションまでお問い合わせくだ

さい。発行後、専修大学ホームページ（Ｈ

Ｐ）でデジタルパンフレットを公開、資料

請求もできます。

【神田キャンパス】☎03・3265・6677

【生田キャンパス】☎044・911・0794

【専修大学ＨＰ】https://www.senshu-u.

ac.jp/admission/digital.html

2019入学ガイド

　
日
本
で
の
学
生
生
活
が
ス

ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
「
新
入
留
学
生
歓
迎

会
及
び
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
４
月
14
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
中

　
留
学
に
つ
い
て
学
び
、
留

学
生
と
日
本
人
学
生
が
交
流

す
る
「
海
外
留
学
・
国
際
交

流
フ
ェ
ア
」
が
４
月
28
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

　
米
国
、
メ
キ
シ

コ
、
韓
国
な
ど
留

学
帰
国
学
生
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
交
換
留

学
生
に
よ
る
異
文

化
理
解
講
座
、
留

学
帰
国
学
生
ら
に

よ
る
個
別
相
談

写
真
、
国
際
交
流

会
館
見
学
ツ
ア
ー

海
外
留
学
・
国
際
交
流
フ
ェ
ア
開
催

国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

か
ら
の
新
入
留
学
生
（
学
部

生
・
大
学
院
生
）
ら
総
勢
約

１
７
０
人
が
参
加
し
た
。

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
委
員

の
各
学
部
教
員
、
国
際
交
流

事
務
課
職
員
、
先
輩
留
学
生

や
国
際
交
流
会
の
学
生
も
参

加
、
査
証
か
ら
学
業
・
生
活

面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

た
。

　
ま
た
新
入
生
を
囲
ん
で

「
大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
懇
談
会
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、「
蒼
翼
の
間
」

に
会
場
を
移
し
歓
迎
会
が
開

か
れ
、
食
事
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
た
。
最
後
に
姜
泉

平
さ
ん
（
経
済
、
中
国
）
が

新
入
留
学
生
代
表
と
し
て
今

後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

新入留学生を歓迎

歓迎の言葉に耳を傾ける留学生たち

交換留学生と髙橋裕国際交流センター長（右端）

長期交換留学生に13人
　
大
学
で
学
ぶ
コ
ツ
と
必
須

事
項
を
丁
寧
に
解
説
し
た

『
新
・
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
大
学

で
の
勉
強
の
仕
方
に
戸
惑
う

新
入
生
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
学
び
方
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　『
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
』
は
２
０
０
６
年
初
版
で

13
年
に
改
訂
版
を
発
行
。
そ

の
後
の
大
学
の
授
業
形
態
や

学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
の
変
化
な
ど
に
対

応
し
、
今
回
、
内
容
を
一
部

刷
新
し
た
。

　
特
に
ネ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
扱
っ
た
第
７

章
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
利
用
が
格

段
に
広
が
っ
た

現
状
に
合
わ
せ

て
、
ネ
ッ
ト
利

用
や
メ
ー
ル
の

マ
ナ
ー
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
情
報
発
信
の
注
意
点

な
ど
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い

る
。

　
そ
の
ほ
か
、
ノ
ー
ト
の
取

り
方
や
資
料
の
調
べ
方
、
文

献
の
読
み
方
、
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
準
備
な
ど
学
び
の
基

本
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
る
。

　『
新
・
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ

ク
ス
』
は
１
年
次
生
全
員
に

配
布
。
一
般
・
ネ
ッ
ト
書

店
、
他
大
学
の
大
学
生
協
な

ど
で
も
販
売
し
て
い
る
。

　
専
修
大
学
出
版
企
画
委
員

会
編
。
専
修
大
学
出
版
局
、

８
０
０
円
＋
税
。

『
新
・
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
』刊
行

　
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研

究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
代
表

原
田
博
夫
経
済
学
部
教
授
）

は
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
国
立
大

学
ア
ジ
ア
研
究
所
社
会
科
学

資
料
院
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ａ

写
真
、
Ｊ
ａ
ｅ
ｙ
ｅ
ｏ
ｌ 

Ｙ
ｅ
ｅ
院
長
）
と
国
際
交
流

組
織
間
協
定
を
４
月
６
日
付

で
締
結
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
ベ
ト

ナ
ム
と
タ
イ
の
研
究
機
関
と

国
際
交
流
組
織
間
協
定
を
結

ん
で
お
り
、
今
回
が
三
つ
目

の
協
定
先
と
な
る
。
期
間
は

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま

で
。

　
今
後
の
交
流
計
画
と
し

て
、
国
際
比
較
調
査
の
デ
ー

タ
整
備
・
分
析
や
シ
ン
ポ
ジ

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ａ
と
国
際
交
流
組
織
間
協
定

菅
谷
茉
那
（
経
済
３
）
▽
佐

久
間
城
（
商
３
）
▽
萩
原
由

夏
奈
（
文
３
）
▽
葛
山
紫
帆

（
文
３
）

■
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
（
カ
ナ

ダ
、
４
月
〜
19
年
４
月
）
▽

小
柳
貴
誠
（
商
３
）
▽
古
知

屋
大
樹
（
文
３
）
▽
須
田
航

太
朗
（
文
３
）

■
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
、
５
月
〜
19

年
５
月
）
▽
松
波
巧
（
経
済

３
）
▽
輿
石
伊
那
帆
レ
ン

（
文
３
）

■
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
６
月
〜
19
年
５
月
）

▽
大
沼
里
穂
（
経
済
４
）
▽

張
雨
婷
（
商
４
）

【
英
語
以
外
の
外
国
語
圏
】

■
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
（
メ
キ
シ
コ
、
５
月
〜
19

年
５
月
）

▽
桑
原
海
里
（
経
済
４
）

ウ
ム
の
開
催
と
い
っ
た
研
究

活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
６

月
28
〜
30
日
に
ソ
ウ
ル
国
立

大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
と
の
共

催
で
、
第
４
回
国
際
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
を
韓
国
・
ソ
ウ
ル

で
開
催
す
る
予
定
。

な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ

ん
。
延
べ
３
４
６
人
が
訪
れ

国
際
交
流
へ
の
理
解
を
深
め

た
。
今
年
度
は
10
月
に
も
同

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予

定
。


